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 groups/organizations
 process documentation

 １．国際協力機構（JICA）研究所の「アフリカの村落給水組織と協
調的地域社会形成に関する研究」に研究分担者として携わった。タ
ンザニアを対象地域とし、村落給水を巡る課題をコモンズ論の観点
から分析し、資源の管理・運営に関わる住民の行為とその制度化プ
ロセスを検証してきた。2010年8月9日から9月12日までタンザニ
アにてフィールド調査を実施した。 ２．タンザニアでの
SCSRD/JICAプロジェクト（1999-2004）及び科研「地域研究を基
盤としたアフリカ型農村開発に関する研究」（2004?2008）の約
10年間の総括として掛谷誠・伊谷樹一編『アフリカ地域研究と農村
開発』の出版が企画され、分担執筆を行った。 ３. 開発実践におけ
る定性的なモニタリング・評価の方法として、「プロセス・ドキュ
メンテーション」の可能性について検討を続けている。成果の一部
は、国際開発学会大会にて報告するとともに、佐藤・藤掛編『開発
援助と人類学』（明石書店、近刊）に「開発実践におけるプロセス
の記述?ザンビアとタンザニアのフィールドからの学び?」を執筆し
た。

 1. I joined the JICA research project entitled 
‘Management of Water Users’ Associations and 
Formation of Collaborative Local Society in Rural 
Africa’. The objective of the project is to analyze, 
from the viewpoint of collective management of 
common pool 
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教育内容 / Educational Pursuits

 学部：前期に「国際協力学」、「国際協力方法論ＩＩ」、「グ
ローバル文化学方法論（共同担当）」等を担当、後期に、「国際協
力方法論Ｉ」、「グローバル文化学特論（共同担当）」、リベラル
アーツ科目「生命と環境10：開発と共生」/「生活世界の安全保障
５：人間の安全保障」を担当するとともに、グローバル文化学環の
卒業研究指導を行った。また、学生向けテキスト『グローバル文化
学?文化を越えた協働?』の分担執筆を行った。 大学院：前期に
「国際協力論」、後期に「国際協力論演習」の授業を担当した。 

 In the academic year of 2010, the lectures and 
seminars I provided are as followings: For 
Undergraduates: Introduction to International 
Cooperation, Advanced International Cooperation 
I & II, Methods of Global Cultural Studies, and 
Human Securities/Devel

研究計画

 １．2011年度から科学研究費基盤研究（Ｂ）「アフリカの開発実践における住民組織と開発プロセスの創出に関する研
究」（研究代表）を実施する。タンザニア・ムビンガ県を対象地域とするが、SCSRD/JICAプロジェクト期間
（1999?2004年）及びプロジェクト以降現在に至る約10年間に、第一期、水力製粉機建設をめぐる諸アクター間での意
見の相違・合意・協働の時期、第二期、農民グループ活動の展開と「停滞」の時期、第三期、小型水力製粉機建設や給水
事業等の新たな事業への展開の時期へと推移してきている。本研究では、主に1)内発性やキャパシティの発現過程と形
態、2)コモンズ論としての資源利用と管理、3)住民組織の役割とインフォーマルな組織との関係性、4)外部要因との関係
に着目し、継続して諸活動をモニタリングしていく予定である。 ２．2009?2010年度に実施されたJICA研究所の「アフ
リカの村落給水組織と協調的地域社会形成に関する研究」（研究分担者）の成果のまとめとして、2011年度にシンポジ
ウムと出版が企画されている。 

メッセージ

 「開発」実践と研究の双方からアフリカ（特にザンビア、タンザニア）に関わってきました。実践と研究をつなぐ視点
やアフリカが抱えている課題と可能性の双方を、伝えていきたいと考えています。「国際協力」＝「先進国/専門家が貧
しい人々を支援する」というイメージが先行しますが、グローバル化が進む世界のなかで、私たちの生活がいかに他の地
域と繋がり、相互に依存しているかを理解し、関係性のなかで「国際協力」を考えていく視点も大切です。モノや出来事
の向こうにある人びとの暮らしに思いを馳せる「想像力」と、ローカルの場でそれぞれに生きる人びとが、相互に学びあ
い、新たな社会を築いていく「創造力」の双方を身につけてほしいと願います。大学院生に関しては、長期のフィールド
ワークに基づく研究を志す方が増えることを期待しています。
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